
こ
れ
ま
で
の
農
政
は
、
全
て
の
農
家

に
平
等
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
特
に

も
稲
作
の
栽
培
技
術
は
研
究
開
発
が
進

み
機
械
化
が
広
く
波
及
し
、
兼
業
農
家

で
も
２
〜
３
ha
の
水
田
は
十
分
栽
培
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

水
田
農
業
を
主
と
す
る
専
業
的
経
営
者

が
急
減
す
る
と
と
も
に
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
を
助
長
し
、
農
地
の
荒
廃
や
食

料
自
給
率
の
低
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
水
田
農
業
を

主
体
に
自
立
し
た
経
営
者
に
政
策
支
援

を
集
中
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

経
営
規
模
４
ha
以
上
の
認
定
農
業
者
と
、

同
じ
く
20
ha
以
上
の
集
落
営
農
組
織
が
そ

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多

く
の
農
業
者
が
大
規
模
な
個
別
経
営
や

組
織
経
営
に
参
画
し
て
政
策
支
援
を
上

手
に
活
用
し
た
農
業
経
営
を
確
立
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
秋
に
麦
の

播
種
を
す
る
場
合
は
、
９
月
か
ら
11
月

ま
で
に
加
入
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
規
約
の
制
定
、
一
元

経
理
体
制
を
明
確
に
し
て
手
続
き
を
急

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
４

月
か
ら
６
月
ま
で
は
米
と
大
豆
の
加
入

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
意
識
改

革
を
進
め
な
が
ら
明
確
な
担
い
手
経
営

体
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

1

直
接
支
払
い
制
度
に

「
一
人
で
も
多
く
の
加
入
を
」

今

月

の

一

言

●農業委員の「意識改革と連携集会」盛大に

●「いわて集落営農塾」に多くの経営者が

●高前田農林水産部長と法人後継者が熱く語る

●農業者年金協議会定期総会

●集落コーディネーター（集落リーダー）の数が全国一に

●新任農業委員研修の開催



去
る
、
８
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
岩

手
県
花
巻
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
東
北
各
県
と
北
海
道
の
農
業
委

員
約
１
０
０
０
名
が
集
い
ま
し
た
。
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
半
世
紀
以
上
も
継
続
し
て
お

り
、
時
代
、
時
代
の
農
政
問
題
に
農
業
委
員

が
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
さ
ん
を
深
め

て
多
大
な
成
果
を
収
め
て
き
た
意
義
深
い
も

の
で
す
。

特
に
、
今
年
度
は
戦
後
、
最
大
の
農
政
改

革
に
農
家
の
代
表
と
し
て
取
り
組
む
た
め
に

率
先
し
て
意
識
改
革
と
相
互
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
２
日
間
の
開
催
と
し
た

も
の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
岩
手
県
農
業
会
議
の

中
野
昌
造
会
長
が
「
先
ず
、
農
業
委
員
会
系

統
組
織
が
意
識
改
革
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
上
で
一
人
で
も
多
く
の
農
家
が
、

こ
の
農
政
改
革
の
支
援
対
象
に
な
る
よ
う
認

定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
万
全

を
期
そ
う
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
岩
手
県
の

竹
内
重
徳
副
知
事
か
ら
「
東
北
、
北
海
道
は

日
本
を
代
表
す
る
農
業
地
帯
で
あ
る
。
ま
す

ま
す
、
発
展
す
る
た
め
に
、
新
し
い
時
代
に

即
し
た
農
業
委
員
活
動
に
期
待
す
る
」
と
し

た
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
「
新
た
な
経
営
安
定
対
策
に

対
応
し
た
農
業
経
営
の
確
立
と
農
業
委
員
の

役
割
」
と
題
し
て
、
岩
手
大
学
農
学
部
の
木

村
伸
男
副
学
部
長
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み

事
例
を
示
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

事
例
報
告
と
し
て
は
、「
農
業
委
員
の
担

い
手
育
成
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
青
森

県
つ
が
る
市
農
業
委
員
会
の
山
本
康
樹
さ
ん

か
ら
は
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
活
動
に

つ
い
て
、
山
形
県
寒
河
江
市
農
業
委
員
会
の

木
村
三
紀
さ
ん
か
ら
は
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
を
図
る
モ
デ
ル
地
区
の
設
置
に
つ
い

2

て
、
ま
た
、
岩
手
県
奥
州
市
農
業
委
員
会
の

菊
池
喜
登
さ
ん
か
ら
は
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
集
落
営
農
を
ま
と
め
た
特
定
農
業
団
体

設
立
の
推
進
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
発
表
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
体
討
議
を
活
発
に
行
い
、
最

後
に
、「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
意
識
改
革

を
図
り
農
業
委
員
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
」
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
ピ
ー
ル
を
満
場

一
致
で
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
日
の
「
新
し
い
時
代
に
即
し
た

農
業
委
員
の
意
識
改
革
と
連
携
を
深
め
る
集

会
」
に
は
、
４
０
０
名
ほ
ど
の
農
業
委
員
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

農
業
会
議
所
の
太
田
豊
秋
会
長
の
激
励
の
挨

拶
に
続
き
、
同
じ
く
中
村
裕
専
務
か
ら
は
中

央
情
勢
報
告
を
、
池
田
辰
雄
出
版
部
長
か
ら

は
情
報
提
供
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
に
は
地
元
花
巻
市
の
大

石
市
長
に
来
賓
と
し
て
、
歓
迎
の
挨
拶
を
頂

き
盛
大
に
交
流
を
深
め
、
連
携
強
化
の
絆
づ

く
り
を
図
り
ま
し
た
。

去
る
、
８
月
24
日
の
奥
州
会
場
か
ら
９
月

７
日
の
花
巻
会
場
ま
で
、
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
集

落
営
農
組
織
を
目
指
す
多
く
の
農
業
者
に
対

し
て
集
落
営
農
塾
の
基
礎
的
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
12
日
か
ら
は
盛
岡
会

場
を
皮
切
り
に
９
月
15
日
の
一
関
会
場
ま

で
、
同
じ
く
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
践
講
座
を
開

催
し
、
各
会
場
と
も
延
べ
２
日
間
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
集
落
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
研
修
を
３
回
開
催
し
ま
し
た

が
、
こ
の
塾
は
組
合
長
や
経
理
担
当
者
、
主

た
る
従
事
者
を
担
う
多
く
の
皆
さ
ん
が
延
１

１
０
０
人
程
出
席
し
て
お
り
、
い
よ
い
よ
大

き
な
農
政
改
革
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

開
講
式
で
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
の
佐
々
木
事
務
局
長
は
「
１
戸
で
も
多
く

の
農
家
が
日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
を
上
手

に
活
用
で
き
る
集
落
営
農
組
織
に
参
画
す
る

よ
う
」
呼
び
か
け
、
ま
た
、「
合
意
形
成
が
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東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

農
業
委
員
の
「
意
識
改
革
と
連

携
集
会
」
盛
大
に

「
い
わ
て
集
落
営
農
塾
」
に

多
く
の
経
営
者
が



出
来
た
人
達
が
構
成
員
と
し
て
、
ま
ず
は
立

ち
上
げ
る
時
期
で
す
。
し
か
し
、
様
子
を
見

な
が
ら
後
で
も
参
加
で
き
る
道
は
残
す
よ
う

に
」
と
強
く
働
き
か
け
を
し
ま
し
た
。

基
礎
講
座
、
実
践
講
座
と
も
比
較
的
、
集

落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
少
な
い
奥
州
会
場

と
一
関
会
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
人
近
い

参
加
者
が
あ
り
、
農
政
改
革
の
現
実
化
が
進

む
中
、
関
心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
実
践
講
座
は
集
落
営
農
の
法
人
化

と
経
理
・
税
務
に
つ
い
て
で
あ
り
、
日
頃
、

接
す
る
機
会
が
少
な
い
分
野
で
す
が
、
熱
心

に
受
講
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今
後
更

に
、
労
務
管
理
や
簿
記
経
理
等
の
具
体
的
な

研
修
を
重
ね
る
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
本
年

度
中
に
多
く
の
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ

を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

去
る
、
８
月
29
日
に
盛
岡
市
で
県
の
高
前

田
農
林
水
産
部
長
と
県
農
業
法
人
協
会
（
事

務
局
　
県
農
業
会
議
）
の
後
継
者
と
の
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
２

年
間
は
当
協
会
の
役
員
と
の
意
見
交
換
会
で

し
た
が
、
今
年
は
農
業
の
後
継
者
不
足
が
社

会
的
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
経
営
の

目
標
に
な
っ
て
い
る
法
人
経
営
の
後
継
者
問

題
や
経
営
の
多
角
化
等
の
実
態
と
将
来
の
方

向
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
県
内
、
約
50
法
人
の
会
員
で
構

成
す
る
当
協
会
は
、
多
く
の
会
員
は
生
産
か

ら
加
工
流
通
ま
で
の
一
貫
経
営
を
実
施
し
て

い
る
、
俗
に
言
わ
れ
る
６
次
産
業
と
し
て
の

農
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
実
態
と
規
模

拡
大
や
新
し
い
農
政
で
の
政
策
支
援
等
の
話

題
が
多
く
出
ま
し
た
。

高
前
田
部
長
は
「
少
子
高
齢
化
や
財
政
難

の
時
代
で
あ
る
が
、
農
業
は
食
糧
生
産
や
環

境
保
全
等
か
ら
本
県
の
重
要
な
産
業
で
あ

る
。
一
方
、
農
政
改
革
や
経
営
革
新
が
重
要

な
時
代
で
も
あ
り
、
目
標
と
さ
れ
て
い
る
の

が
法
人
経
営
者
で
あ
る
。
皆
さ
ん
の
先
駆
的

役
割
に
敬
意
と
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
の

で
、
地
場
産
業
と
し
て
の
農
業
経
営
が
地
域

農
業
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い

す
る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

去
る
、
７
月
31
日
に
盛
岡
市
で
平
成
18
年

度
の
県
農
業
者
年
金
協
議
会
（
会
長
　
県
農

業
会
議
中
野
昌
造
会
長
）
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
事
業
実
績
及
び
収

支
決
算
並
び
に
平
成
18
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
会
長
の
開
会
挨
拶
で
「
本
年
度
は
、

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
で
政
策
支
援
が
全
農

家
か
ら
一
定
条
件
を
満
た
し
た
担
い
手
に
集

中
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

担
い
手
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
担

い
手
の
老
後
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
５
年
目
を
迎
え

る
新
し
い
農
業
者
年
金
の
周
知
徹
底
と
加
入

目
標
４
２
０
０
人
に
向
け
た
加
入
促
進
を
各

市
町
村
農
業
者
年
金
協
議
会
の
代
議
員
に
対

す
る
研
修
会
や
資
料
提
供
を
行
い
、
戸
別
訪

問
等
の
加
入
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
や
制
度

改
正
等
の
要
望
活
動
等
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
受
給
者
と
加
入
者
が
相
互
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
加
入
活
動
を
行
う
た
め
に
市

町
村
協
議
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

合
併
市
町
村
に
お
い
て
は
、
当
協
議
会
の
継

続
設
置
を
す
る
と
と
も
に
加
入
促
進
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
も
と
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
に
よ
る

3
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高
前
田
農
林
水
産
部
長
と

法
人
後
継
者
が
熱
く
語
る

老
後
生
活
を
皆
で
守
ろ
う

農
業
者
年
金
協
議
会
定
期
総
会

集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
集
落

リ
ー
ダ
ー
）
の
数
が
全
国
一
に
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品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

全
て
の
農
家
を
対
象
に
し
て
き
た
政
策
支
援

か
ら
一
定
条
件
を
満
た
し
た
担
い
手
に
集
中

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
経
営
で

は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
認
定
農
業
者
と
20

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
落
営
農
組
織
が
、
そ

の
対
象
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

特
に
兼
業
農
家
や
複
合
経
営
農
家
等
、
小
規

模
な
水
田
作
農
家
も
政
策
支
援
対
象
に
す
る

た
め
に
集
落
営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

国
で
は
、
一
集
落
に
40
万
円
の
助
成
を
し
て

集
落
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
本
県
で
は
４
０
０
名
の
リ
ー
ダ

ー
を
公
募
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
目
標
に

到
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
２
７
０
名
の
申
し

込
み
が
あ
り
審
査
の
う
え
、
東
北
農
政
局
長

に
そ
の
任
命
を
申
請
し
、
全
員
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
２
７
０
名
は
全
国
的
に
も
一
段
と

多
く
、
そ
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
県
で
は
、
こ
の
他
に
県
と
農
協
中

央
会
に
同
じ
よ
う
な
集
落
リ
ー
ダ
ー
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
統
一
し
て
呼
称
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

併
せ
て
、
４
１
１
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
そ
れ
ぞ
れ
集
落
に
入
り
合
意
形
成
か
ら

立
ち
上
げ
ま
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
既
に
政
策
支
援
対
象
に
な
る
組
織
が
60

組
織
近
く
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
（
会
長
　
県
農
業
会
議
会
長
中
野
昌
造
）

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
す
る
研
修
を

４
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
回
開
催
す
る
な
ど
、
資
質

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

去
る
、
８
月
18
日
に
盛
岡
市
で
新
任
農
業

委
員
、
約
１
３
０
名
を
対
象
に
新
任
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
合
併
特
例
が
解
け
て
の

改
選
で
７
月
ま
で
に
新
し
く
誕
生
し
た
農
業

委
員
を
対
象
に
し
ま
し
た
が
、
農
業
委
員
会

法
に
基
づ
く
こ
と
や
農
地
法
な
ど
法
律
的
な

業
務
が
多
い
こ
と
、
準
公
務
員
と
し
て
の
日

常
業
務
の
多
さ
等
、
改
め
て
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

特
に
、
毎
月
の
総
会
を
業
務
と
し
て
考
え

て
い
た
人
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
農
地
の
転

用
・
利
用
集
積
・
耕
作
放
棄
地
対
策
等
の
農

地
管
理
か
ら
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し
等

の
担
い
手
育
成
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
、

更
に
、
老
後
の
生
活
保
障
の
た
め
農
業
者
年

金
へ
の
加
入
等
、
多
種
多
様
な
業
務
を
確
認

し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
で
58
農
業
委
員
会
か
ら
35
農

業
委
員
会
に
減
少
し
、
農
業
委
員
も
１
１
０

０
名
程
度
か
ら
約
８
０
０
名
ま
で
減
少
す
る

こ
と
か
ら
担
当
地
区
の
拡
大
な
ど
農
地
と
担

い
手
育
成
業
務
も
協
力
員
の
配
置
な
ど
新
た

な
体
制
づ
く
り
や
活
動
の
創
意
工
夫
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

去
る
、
９
月
22
日
と
９
月
26
日
に
盛
岡
市

で
、
今
年
初
め
て
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
に
加
え
て
集
落

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
関
係
者
が
延
べ
４
０

０
名
、
参
加
し
て
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

初
回
の
基
調
講
演
は
「
集
落
営
農
法
人
の

経
営
管
理
」
と
題
し
て
山
形
大
学
農
学
部
の

楠
本
雅
弘
教
授
か
ら
組
織
の
あ
り
方
か
ら
経

新
任
農
業
委
員
研
修
の
開
催

集
落
営
農
が
地
域
農
業
を
変
え
る

「
い
わ
て
農
業
者
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
」
公
開
講
座



営
実
績
、
資
金
繰
り
管
理
ま
で
、
具
体
的
な

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
手
大
学
農

学
部
の
木
村
伸
男
副
学
部
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
で
「
集
落
営
農
の
経
営
管
理
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
当
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
４
名
と
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
楠
木
教
授
に
も
登
壇
を
頂

い
て
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
基
調
講
演
に
「
集
落
営
農
組

織
の
財
務
管
理
と
会
計
の
一
元
化
」
と
題
し

て
、
東
京
都
八
丈
島
の
森
税
務
会
計
事
務
所

長
の
森
剛
一
税
理
士
か
ら
具
体
的
な
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
特
に
任
意
組
合
の
経
理
に
つ

い
て
、
税
務
対
策
や
規
則
の
作
り
方
ま
で
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

岩
手
大
学
農
学
部
の
木
村
副
学
部
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
基
調
講
演
と
同
じ
テ
ー
マ

を
取
り
あ
げ
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
森
税
理

士
を
お
願
い
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
ア
グ
リ

笹
森
営
農
組
合
の
佐
藤
功
組
合
長
と
当
カ
レ

ッ
ジ
の
３
人
の
学
生
で
熱
心
な
話
し
合
い
を

展
開
し
ま
し
た
。

連
続
２
回
の
公
開
講
座
で
し
た
が
、
集
落

営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
て
最
も
苦
労
す
る
経

理
の
一
元
化
に
係
る
経
営
管
理
と
財
務
管
理

で
あ
り
、
稲
刈
り
作
業
の
最
中
、
県
内
各
地

か
ら
出
席
を
し
た
皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
集
落
営
農
組
織
の
運
営
管

理
面
で
一
歩
先
の
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

5

No.10 平成18年９月29日

１
　
業
務
評
価
は
接
遇
向
上
で

農
業
委
員
会
や
農
業
会
議
の
業

務
評
価
は
必
ず
し
も
高
く
は
無
い

で
す
。
活
動
の
Ｐ
Ｒ
不
足
も
あ
り

ま
す
が
、
電
話
や
来
客
に
対
す
る

接
遇
等
の
面
か
ら
も
評
価
を
落
と

す
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
農
業

会
議
は
８
月
９
日
に
仙
台
市
の
講

師
を
招
い
て
接
遇
研
修
を
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
市
町
村
農
業
委

員
会
の
職
員
も
多
く
参
加
し
て
サ

ー
ビ
ス
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

２
　
農
林
水
産
部
へ
施
策
提
案
を

９
月
11
日
に
農
業
会
議
か
ら
県

農
林
水
産
部
に
19
年
度
事
業
に
向

け
て
現
場
の
意
見
と
し
て
各
種
の

施
策
提
案
を
し
ま
し
た
。
現
地
、

現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
た
農
政
が

大
切
で
あ
り
、
提
案
の
あ
っ
た
ア

イ
デ
ィ
ア
を
参
考
に
す
る
と
各
課

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

３
　
農
地
基
本
台
帳
の
補
正
順
調
に
進
む

19
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
面
積
規

模
は
農
業
委
員
会
の
農
地
基
本
台

帳
の
み
を
算
出
根
拠
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
樹
園
地
と
採
草

放
牧
地
が
区
分
さ
れ
て
い
な
い
場

合
も
多
く
各
委
員
会
と
も
整
備
作

業
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

４
　
町
議
会
議
員
と
農
業
委
員
の
合
同
学
習
会

８
月
25
日
に
紫
波
町
農
業
委
員

会
は
町
議
会
議
員
と
合
同
の
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
戦
後
最
大
の

農
政
改
革
で
の
担
い
手
育
成
に
お

け
る
認
定
農
業
者
の
個
人
経
営
と

集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
農
業
会

議
の
佐
々
木
事
務
局
長
を
講
師
に

研
さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。
農
業
委

員
会
の
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
り

成
果
が
期
待
さ
れ
て
ま
す
。

５
　
認
定
農
業
者
が
農
林
水
産
部
長
と
懇
談

９
月
15
日
に
県
認
定
農
業
者
組
織

連
絡
協
議
会
（
事
務
局
　
県
農
業

会
議
）
は
、
高
前
田
農
林
水
産
部

長
と
担
い
手
育
成
や
農
政
改
革
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
農
林
水
産
部
長
か
ら
「
本

県
の
農
業
を
担
う
認
定
農
業
者
が

各
地
に
拡
大
し
て
１
１
０
０
０
名

の
目
標
が
達
成
出
来
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

TOPICS

１
　
よ
う
や
く
火
が
つ
い
た
集
落
営
農
組
織

ま
た
、「
猫
の
眼
行
政
」
と
半
信
半
疑
な
農

家
も
法
律
公
布
、
19
年
度
予
算
の
国
の
概
算

要
求
の
現
実
に
情
報
収
集
を
し
っ
か
り
し
た

農
家
や
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
で

「
集
落
営
農
塾
」
に
参
加
者
が
殺
到
し
て
い
ま

す
。

２
　
加
入
申
し
込
み
が
開
始

い
よ
い
よ
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

の
秋
播
き
小
麦
の
加
入
申
し
込
み
が
９
月
１

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
ら
れ
ま
す

が
、
東
北
農
政
局
岩
手
農
政
事
務
所
に
直
接
、

農
家
や
事
務
委
託
を
受
け
た
農
協
が
次
々
と

申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
未
だ
の

方
々
は
、
早
め
に
規
約
や
経
理
の
一
元
化
等

を
整
備
の
上
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申
し
込

み
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

３
　
担
い
手
の
老
後
生
活
を
確
保

担
い
手
と
し
て
認
め
ら
れ
た
農
業
者
の
老

後
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

老
後
、
夫
婦
で
毎
月
25
万
円
と
さ
れ
る
生
活

費
で
す
が
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
夫
婦
で
15

万
円
未
満
の
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
農
業

者
年
金
で
10
万
円
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
毎
月
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

の
掛
け
金
を
工
夫
し
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

政
策
支
援
も
あ
り
ま
す
の
で
、
若
い
う
ち
に

加
入
し
た
い
も
の
で
す
。

４
　
畜
産
・
野
菜
・
果
樹
も
認
定
農
業
者
に
集
中

一
定
条
件
を
満
た
し
た
認
定
農
業
者
と
集

落
営
農
組
織
に
政
策
支
援
を
限
定
す
る
の
は
、

水
田
農
業
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畜
産
・

野
菜
・
果
樹
も
認
定
農
業
者
に
集
中
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
規
認
定
、
再
認
定

と
も
大
至
急
、
手
続
き
を
し
て
認
定
農
業
者

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

担
い
手
育
成

手
育
成
あ
れ
こ
れ
 

担
い
手
育
成

手
育
成
あ
れ
こ
れ
 

担
い
手
育
成
あ
れ
こ
れ



10月11日
第313回常任会議員会議（盛岡市 エスポワールいわて）
10月19日～20日
全国農業新聞下期編集ブロック会議（盛岡市 つなぎ）
10月24日
いわてビジネスカレッジ公開講座（盛岡市）
10月31日～11月1日
いわて集落営農塾講義Ⅲ（盛岡会場）
11月２日と６日
いわて集落営農塾講義Ⅲ（奥州会場）
11月８日
いわてビジネスカレッジ公開講座（盛岡市）
11月10日
第314回常任会議員会議（盛岡市 エスポワールいわて）
11月16日
第51回岩手県農業委員大会（盛岡市）
11月14日～15日、24日
いわて集落営農塾講義Ⅲ（奥州会場）
11月17日、20日、22日
いわて集落営農塾講義Ⅲ（盛岡会場）
11月24日
第２回農業委員初任者研修会（盛岡市）
11月28日
農業者年金加入推進セミナー、岩手県選出国会議員要請懇談会（東京都）
11月29日
平成18年度全国農業委員会会長代表者集会（東京都）
12月４日～７日
いわて集落営農塾講義Ⅳ（県立農業大学校）
12月８日
コールオン３運動推進大会（盛岡）
12月12日
第315回常任会議員会議（盛岡市 エスポワールいわて）
12月14日～15日、18日
第４回集落コーディネーター連絡調整会議（３ブロック）

18年10月から12月までの主な行事
○
地
球
温
暖
化
の
傾
向
が
一
段
と
強
ま
り
適

地
適
作
の
範
囲
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
米
の
代
表
品
種
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
岩
手

県
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
か
。
早
急
な

温
暖
化
研
究
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
日
本
の
根
幹
を
揺
る
が
す
少
子
化
社
会
に

対
す
る
抜
本
的
な
改
革
政
策
が
見
え
な
い

の
は
ど
う
し
て
？
男
女
平
等
参
画
運
動
に

気
兼
ね
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

○
１
リ
ッ
ト
ル
１
４
０
円
代
と
ガ
ソ
リ
ン
の

値
上
げ
が
著
し
い
で
す
が
、
車
の
渋
滞
は

相
変
わ
ら
ず
酷
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ゆ

と
り
の
あ
る
家
庭
が
多
い
た
め
で
し
ょ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
、
物
価
上
昇
が
家
庭
を
直

撃
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
を
上
手
に
活
用

で
き
る
農
業
経
営
者
は
優
れ
た
経
営
能
力

の
持
ち
主
で
す
。
早
く
意
識
改
革
を
し
て

行
動
に
移
し
て
下
さ
い
。

○
「
二
度
と
小
作
農
家
の
苦
し
み
は
嫌
」
と

言
っ
た
、
お
爺
さ
ん
の
話
を
今
、
一
度
思

い
起
こ
し
て
、
個
人
経
営
で
も
集
落
営
農

組
織
で
も
方
向
付
け
を
す
る
よ
う
農
業
委

員
に
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

○
丸
々
と
そ
し
て
黄
金
色
に
実
っ
た
純
情
産

地
の
り
ん
ご
と
ひ
と
め
ぼ
れ
、
あ
き
た
こ

ま
ち
、
い
わ
て
っ
こ
、
強
い
風
台
風
（
13

号
）
が
ず
れ
て
、「
ほ
っ
と
」
し
て
い
ま
す
。

（
由
）
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直
接
支
払
い
制
度
と
は

経
営
安
定
対
策
に
お
い
て
、
日
本
型

直
接
支
払
い
制
度
で
担
い
手
を
支
援

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
ど
ん
な
支
援

が
あ
る
の
で
す
か
。（
盛
岡
市
　
Ｙ

生
）

●
麦
と
大
豆
を
生
産
し
て
い
る
場
合
、

外
国
と
の
生
産
条
件
の
格
差
を
農
業

者
に
直
接
支
払
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

米
・
麦
・
大
豆
の
販
売
価
格
が
一
定

基
準
よ
り
下
落
し
た
際
に
、
そ
の
90

パ
ー
セ
ン
ト
を
価
格
補
填
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
へ

加
入
す
る
こ
と
や
支
払
い
方
法
等
の

取
り
決
め
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
市
町
村
担
当
課
、
農
協
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
村
上
次
長
）

10
ア
ー
ル
で
も
農
家
に
な
れ
る
の

10
ア
ー
ル
の
農
地
で
農
業
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
農
家
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
る
の
か
。（
滝
沢
村

Ｏ
生)

●
こ
れ
ま
で
は
、
50
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
を
所
有
ま
た
は
借
地
で
農
業
生

産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
農
家
に
な

る
条
件
で
し
た
が
、
16
年
度
の
構
造

改
革
特
区
制
度
で
、
遠
野
市
や
雫
石

町
が
認
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
17

年
度
か
ら
は
平
準
化
さ
れ
て
、
耕
作

放
棄
地
が
相
当
程
度
存
在
す
る
地
域

と
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
知

事
が
定
め
る
下
限
面
積
が
緩
和
可
能

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
希
望
の
市
町

村
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
三
浦
部

長
）

農
業
者
年
金
の
受
給
額
ど
れ
く
ら
い

今
は
、
国
民
年
金
に
だ
け
掛
け
金
を

納
め
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
年
金
へ

の
加
入
を
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
の

受
給
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。（
洋
野
町

Ｔ
生
）

●
各
自
の
掛
け
金
と
年
数
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
掛
け
金
は
月
２
万
円

か
ら
６
万
７
千
円
で
あ
り
、
ま
た
、

年
齢
も
59
歳
ま
で
掛
け
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
受
給
額
は
そ
の
人
の

掛
け
金
と
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
農
業
委
員
会
、
農
協
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。（
大
富
調
査
役
）
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